
【
…
…
江
戸
時
代
ま
で
の
印
刷
は
、
整
版
、
活
版
（
俗
に
一
字
板バ
ン

と
も
い

っ
た
）
を
問
わ
ず
、
木
版
印
刷
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
明
治
に
な
っ
て
、
や

が
て
金
属
活
字
に
よ
る
印
刷
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
と
っ

て
代
わ
っ
た
ス
タ
イ
ル
は
、
江
戸
時
代
の
人
の
眼
に
は
、
さ
ぞ
か
し
奇
異

に
映
ず
る
代
物
に
違
い
な
い
「
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
楷
書
の
漢
字
と
平
仮
名
と
の
結
婚
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
字
の
場
合
に

は
、
l
の
よ
う
に
の
っ
ぽ
な
字
体
も
あ
れ
ば
、
m
の
よ
う
に
横
に
平
べ
っ

た
い
字
体
の
も
の
も
あ
る
、
b
や
d
の
よ
う
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
p
や
q

の
よ
う
な
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ば
ら
つ
き
が
あ
い
よ
っ
て
か
も
し
出
す

統
一
の
視
覚
的
効
果
と
は
違
っ
て
も
、
旧
来
の
〝
仮
名
交
じ
り
文
〟
は
、

漢
字
に
片
仮
名
が
、
言
わ
ば
、
つ
つ
ま
し
や
か
に
交
じ
る
様
式
で
あ
っ
た

し
、
ま
た
、
平
仮
名
に
漢
字
の
方
を
交
ぜ
る
場
合
に
は
、
漢
字
に
楷
書
体

は
用
い
な
か
っ
た
。
こ
の
長
い
伝
統
が
、
明
治
の
印
刷
術
に
よ
っ
て
う
ち

破
ら
れ
た
。
漢
字
に
仮
名
を
交
ぜ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
日
本
の
場
合
に
は
、

ロ
ー
マ
字
に
お
け
る
分
か
ち
書
き
の
必
要
は
さ
し
て
な
い
に
も
せ
よ
、
仮

名
に
一
定
の
同
じ
大
き
さ
の
号
数
（
ポ
イ
ン
ト
）
の
活
字
を
許
し
て
文
を

ま
と
め
上
げ
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
、
視
覚
言
語
の
流
れ
の
そ
の
律
動
感
を

殺
ぐ
こ
と
い
ち
じ
る
し
い
。

　
明
治
に
生
ま
れ
た
〝
漢
字
平
仮
名
交
用
体
〟
が
、
か
の
『
古
事
記
』
が

そ
の
方
針
と
し
て
掲
げ
た
音
訓
交
用
体
と
ま
っ
た
く
異
な
る
の
は
、
そ
こ

に
、
日
本
語
の
そ
の
内
面
か
ら
の
要
求
に
こ
た
え
る
も
の
と
て
は
何
も
な

い
こ
と
で
あ
る
。
言
い
う
べ
く
ん
ば
、
舶
来
の
印
刷
機
械
が
、
土
着
文
化

を
ま
さ
に
〝
機
械
的
に
〟
支
配
し
た
の
で
あ
る
。】

―
亀
井
孝
「
日
本
語
の
歴
史
」〔『
日
本
列
島
の
言
語
（
言
語

学
大
辞
典
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
）』
三
省
堂
、
１
９
９
７
・
１
〕

金
属
活
字
伝
来
の
衝
撃

分
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。『
風
流
仏
』（
１
８
８
９
年
、
吉
岡
書
籍
店
、
印

刷
・
耕
文
社
）
は
、
五
号
字
間
二
分
ア
キ
で
１
行
25
字
詰
め
１
頁
11
行
で
、

読
点
（
黒
ゴ
マ
、
白
ゴ
マ
）
は
ア
キ
の
二
分
に
入
れ
ら
れ
、
句
点
直
後
の

み
１
字
ア
キ
と
な
っ
て
い
る
。『
枕
頭
山
水
』（
１
８
９
３
年
、
博
文
館
、

印
刷
・
杉
原
活
版
所
）
で
は
、
五
号
字
間
四
分
ア
キ
で
１
行
30
字
詰
め
１

頁
13
行
で
、
読
点
は
ア
キ
の
四
分
に
入
れ
ら
れ
、
句
点
に
相
当
す
る
読
点

は
改
行
で
区
別
さ
れ
て
い
る
。『
不
蔵
庵
物
語
』（
１
９
０
６
年
、
橋
南
堂
、

印
刷
・
笈
田
活
版
所
）
は
、
五
号
四
分
ア
キ
で
１
行
30
字
詰
め
１
頁
13
行

で
、
句
読
点
は
字
間
ア
キ
の
四
分
に
入
れ
ら
れ
、
句
読
点
直
後
は
１
字
ア

キ
と
な
っ
て
い
る
。『
小
品
十
種
』（
１
９
０
８
年
、
成
功
雑
誌
社
、
印
刷
・

秀
英
舎
）
は
、
五
号
四
分
ア
キ
で
１
行
28
字
詰
め
１
頁
12
行
で
、
句
読
点

は
前
同
。『
露
伴
叢
書
　
前
編
・
後
編
』（
１
９
０
９
年
、
博
文
館
、
印
刷
・

秀
英
舎
）
は
、
五
号
ベ
タ
組
み
で
１
行
44
字
詰
め
１
頁
14
行
で
、
句
読
点

は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
文
字
扱
い
と
な
っ
て
い
る〔
以
上
、
京
都
府
立
図
書
館
所
蔵
〕。

　
こ
う
し
て
和
文
組
版
の
基
本
と
し
て
ベ
タ
組
み
は
定
着
し
た
。
四
号
、

五
号
の
字
間
二
分
ア
キ
あ
る
い
は
四
分
ア
キ
か
ら
、
五
号
、
９
ポ
イ
ン
ト
、

８
ポ
イ
ン
ト
の
ベ
タ
組
み
へ
の
変
遷
が
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
以
後
の
『
露

伴
全
集
』（
１
９
２
９
年
版
、
１
９
４
９
年
版
）
は
い
ず
れ
も
こ
の
土
台

の
踏
襲
で
あ
り
、　
１
９
６
０
年
代
ま
で
に
は
定
型
と
も
い
え
る
円
熟
し

た
組
版
様
式
が
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
。

　
書
き
手
に
よ
る
文
体
の
模
索
、
受
容
す
る
読
者
に
お
け
る
文
末
意
識
の

定
着
、
植
字
工
た
ち
の
半
世
紀
に
わ
た
る
工
夫

―
ま
さ
に
、
句
読
点
の

発
明
と
ベ
タ
組
み
の
定
着
（「
組
版
ル
ー
ル
」
の
成
立
）
は
、
社
会
的
な

共
有
財
産
の
結
実
で
あ
っ
た
。

　
日
本
の
印
刷
は
近
世
ま
で
整
版
で
あ
り
、
印
刷
物
の
ハ
ン
コ
は
も
っ
ぱ

ら
、
彫
り
師
の
手
に
な
る
一
枚
板
の
木
版
だ
っ
た
。
幕
末
に
西
洋
か
ら
金

属
活
字
が
伝
わ
り
、
活
版
印
刷
と
と
も
に
、
文
字
を
ひ
と
つ
ず
つ
な
ら
べ

る
植
字
（
組
版
）
の
歴
史
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
活
版
印
刷
で
は
、
モ
ノ
と
し
て
の
活
字
を
な
ら
べ
て
印
刷
物
の
ハ
ン
コ

を
こ
し
ら
え
る
。
ハ
ン
コ
は
イ
ン
キ
を
つ
け
て
紙
に
お
し
つ
け
る
わ
け
だ

か
ら
、
活
字
は
裏
返
し
た
状
態
で
彫
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
字

母
は
一
つ
の
版
で
は
一
回
し
か
使
え
な
い
。
同
じ
字
で
も
使
用
頻
度
に
よ

っ
て
複
数
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
異
な
る
文
字
サ
イ
ズ
や
書
体
ご
と
に
文

字
セ
ッ
ト
が
必
要
に
な
る
。
文
字
と
文
字
の
あ
い
だ
は
基
本
的
に
詰
め
る

こ
と
は
で
き
ず
、
込
め
物
を
入
れ
て
ア
ケ
る
か
、
字
間
を
あ
け
ず
に
ベ
タ

で
な
ら
べ
る
か
、
で
あ
る
。

　
植
字
（
組
版
）
工
程
は
、
文
選
（
採
字
）、
植
字
（
組
版
）、
解
版
に
分

か
れ
て
い
た
。
文
選
工
が
漢
字
や
仮
名
を
拾
い
、
植
字
工
が
こ
れ
を
版
に

組
む
。
文
選
工
は
１
時
間
に
１
３
０
０
～
１
４
０
０
字
拾
っ
た
と
い
う
。

植
字
工
は
、
句
読
点
な
ど
の
約
物
や
字
間
ア
キ
の
込
め
物
を
一
行
ご
と
に

「
植
え
て
」
行
き
、
行
と
行
の
ア
キ
に
イ
ン
テ
ル
を
挟
ん
で
、
四
六
判
30

字
12
行
を
１
日
（
９
時
間
）
で
32
頁
く
ら
い
組
ん
だ
〔
石
井
研
堂
『
少
年

工
芸
文
庫
』
１
９
０
４
〕。

　
活
版
印
刷
の
草
創
期
、
植
字
（
組
版
）
工
た
ち
は
読
み
や
す
い
組
版
の

姿
を
求
め
て
、
苦
闘
し
つ
づ
け
た
。

　
一
例
と
し
て
、
幸
田
露
伴
の
小
説
で
そ
の
変
化
を
た
ど
っ
て
み
る
。『
真

西
遊
記
』（
１
８
９
３
年
、
学
齢
館
、
印
刷
・
三
井
駒
治 

東
京
印
刷
）
は
、

四
号
字
間
四
分
ア
キ
で
１
行
27
字
詰
め
１
頁
12
行
で
、
読
点
は
字
間
の
四

句
読
点
の
発
明
と
ベ
タ
組
み
の
定
着
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　風流仏　1889.9
　橘磯吉　耕文社（東京市京橋区弓町）
　18.7×12.6　五号　字間二分アキ　25字11行
資料2

　葉末集　1890.6
　田口高朗（東京市神田区今川小路三丁目一番地）
　＊19.0×12.8　四号　字間四分アキ　25字12行
資料3

　露団々　1890.12
　濱田巳助
　＊23.0×15.4　五号　字間四分アキ　38字15行
資料4

　虫のこゑ　1891
　日置九郎（大坂市日本橋区本町三丁目十七番地）
　＊22cm　四号　字間四分アキ　36字14行　
資料5　
　真西遊記　1893.3
　三井駒治（東京市神田区錦町二丁目五番地）
　20.9×14.5　四号　字間四分アキ　27字12行
資料6

　枕頭山水　1893.9
　杉原弁次郎　杉原活版所（京橋区元数寄屋町
　　四丁目二番地）
　19.1×13.1　五号　字間四分アキ　30字13行
資料7

　不蔵庵物語　1906.12
　佐藤助治　笈田活版所（東京市京橋区新富町）
　22.4×15.6　五号　字間四分アキ　30字13行
資料8

　小品十種　1908.6
　飯村辰之助　株式会社秀英舎第一工場（東京市
　牛込区市ケ谷加賀町一丁目十二番地）
　22.6×15.8　五号　字間四分アキ　28字12行
資料9

　露伴叢書　1909.9
　飯田三千太郎　株式会社秀英舎第一工場（東京
　市牛込区市ケ谷加賀町一丁目十二番地）
　22.8×16.3　五号　字間ベタ　44字14行
資料10

　露伴全集　1929-1930
　守岡功　凸版印刷株式会社本所分工場（東京市
　本所区番場町四番地）
　＊23cm　9 ポイント　字間ベタ　45字15行　
資料11

　露伴全集　1949-1958
　精興舎
　18.2×12.8　9ポイント　字間ベタ　45字15行
資料A-1

　Microsoft Word 2016 における行間、行送り
資料A-2

　Wordの行間についてのリクナビの解説記事
　　　＊は書誌からの計算による復元での「ほぼ
　　　　原寸」、他は原寸。

編
集
者
の
た
め
の

組
版
講
座（
第
１
回
）
　

字
間
と
行
間
を
め
ぐ
る
工
夫
の
歴
史
　

２
０
２
２
・
９
・
７
読
書
人

前
田
年
昭

　
写
植
で
は
組
版
工
程
が
一
変
し
、
文
字
盤
の
文
字
を
レ
ン
ズ
を
通
し
て

印
画
紙
に
焼
き
付
け
る
仕
組
み
に
な
っ
た
。
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
印
字
を

カ
メ
ラ
に
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
り
、
文
字
を
幻
灯
の
よ
う
に
写
し
込
む

さ
ま
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
。「
物
体
」
と
し
て
の

活
字
の
配
列
は
、「
空
間
処
理
」
に
置
き
変
わ
っ
た
。
単
一
の
文
字
盤
か

ら
サ
イ
ズ
の
変
更
や
変
形
も
自
在
に
な
り
、
ひ
と
つ
の
字
母
か
ら
、
種
類

は
レ
ン
ズ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
１
０
０
０
以
上
、
回
数
も
無
限
に
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
以
来
の
画
期
的
な
発
明
で
あ
る
。

写
植
と
行
送
り
と
い
う
考
え
方
の
成
立

　
文
字
は
紙
面
の
ど
こ
に
で
も
自
由
に
配
置
で
き
、
ツ
メ
組
み
も
重
ね
組

み
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
選
と
植
字
は
同
じ
人
に
よ
っ
て
同
時
に

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
解
版
の
手
間
は
い
ら
な
い
。
採
字
は
「
一
寸
の

巾
」
配
列
に
よ
っ
て
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
、
１
日
に
１
万
数
千
か
ら

２
万
字
に
な
っ
た
〔
筆
安
雅
夫
さ
ん
の
証
言
〕。
歯
車
に
よ
っ
て
位
置
を

決
め
て
い
く
手
動
写
植
は
組
版
を
精
緻
に
し
た
が
、
空
間
処
理
で
あ
る
た

め
個
人
差
が
生
じ
や
す
く
、
ま
た
現
像
か
ら
乾
燥
ま
で
で
仕
上
が
り
と
な

る
た
め
、
濃
度
や
寸
法
は
不
均
一
に
な
り
や
す
か
っ
た
。

　
植
字
（
組
版
）
の
も
っ
と
も
大
き
な
変
化
は
、
ひ
と
つ
の
行
か
ら
次
の

行
へ
の
移
行
が
、
活
版
で
は
行
と
行
の
〈
ア
キ
〉
に
イ
ン
テ
ル
を
挟
み
込

む
作
業
だ
っ
た
も
の
が
、
行
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
か
ら
次
の
行
の
セ
ン
タ

ー
ラ
イ
ン
へ
〈
送
る
〉
作
業
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
電
算
写
植
は
歯
車
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
処
理
に
ゆ
だ
ね
た
た
め
、
組
版

の
理
論
は
モ
ノ
と
し
て
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
定
義
し
た
言
葉
で
構
成
す

る
、
共
通
し
た
組
版
ル
ー
ル
が
必
要
に
な
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
活

版
で
は
「
ア
キ
（
間
）」
し
か
な
か
っ
た
行
と
行
と
の
距
離
を
あ
ら
わ
す

言
葉
に
、
手
動
写
植
に
な
っ
て
「
送
り
」
と
い
う
言
葉
が
加
わ
っ
た
。

し
か
し
、
写
研
の
組
み
見
本
帳
『
写
植
Ｎ
Ｏ
Ｗ
』（
１
９
７
２
～
73
年
）

の
「
行
間
○
○
H
送
り
」
と
い
う
言
葉
に
は
混
乱
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、

１
９
７
３
年
に
出
た
『
写
真
植
字
の
た
め
の
組
版
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
』
で
、

明
確
に
「
行
間
」
と
「
行
送
り
」
に
整
理
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
浅
野
長
雅

（
写
研
）、
池
田
義
則
（
〃
）、
長
谷
川
泰
政
（
〃
）、
柴
田
昭
夫
（
モ
リ
サ

ワ
）、
黒
須
寛
（
全
関
東
写
植
協
組
）、
日
出
島
清
司
（
〃
）
と
い
う
「
６

人
の
侍
」
が
協
力
し
あ
い
、
１
年
数
か
月
の
あ
い
だ
討
議
を
重
ね
た
も
成

果
だ
っ
た
。

歴
史
を
知
ら

な
い
ブ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー

送
り

ア
キ

◀

◀

32級
行間24H
行送り56H

　『
組
み
Ｎ
Ｏ
Ｗ
』（
75
年
）

で
は
「
行
送
り
○
○
H
」

「
行
間
○
○
H
ア
キ
」
と

記
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
、
現
場
の
実
践
と

経
験
は
次
々
と
、
行
頭

行
末
禁
則
、
分
離
分
割

禁
止
、
字
上
げ
字
下
げ
、

縦
中
横
、
振
り
分
け
、
ル

ビ
、
同
行
見
出
し
別
行
見
出
し
、
字
取
り
行
取
り
、
な
ど
の
言
葉
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
て
い
く
。
こ
れ
が
写
研
の
組
版
記
述
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｃ

Ｏ
Ｌ
（SAPTO

N
 Com

position Language

）-

Ｈ
Ｓ
を
生
み
だ
し
（
行

送
り
＝
行
の
中
心
か
ら
中
心
ま
で
の
送
り
、
行
間
＝
行
と
行
の
ア
キ
）、

１
９
９
０
年
代
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　

Ｘ
　

４
０
５
１
に
結
実
す
る
（
字
間
は
93
年
第

１
次
規
格
、
行
間
は
95
年
第
２
次
規
格
）。

　
こ
う
し
て
金
属
活
字
の
伝
来
か
ら
１
世
紀
か
か
っ
て
、
日
本
の
植
字（
組

版
）
は
、
言
葉
と
論
理
を
獲
得
し
た
。
ま
さ
に
組
版
ル
ー
ル
は
、
集
合
知

な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
間
の
急
激
な
変
化
は
ま
た
、
組
版
の
設
計
と
施
工
の
分
担
も
変
え

て
い
っ
た
。
編
集
者
の
指
定
、
指
示
を
印
刷
会
社
あ
る
い
は
写
植
組
版
者

が
施
工
す
る
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
指
定
に
よ
る
組
版
者
の
作

業
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
Ｄ
Ｔ
Ｐ
は
こ
の
動
き
を
加
速
し
、
印
刷
会
社

が
組
版
部
門
を
外
注
下
請
け
化
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
工
場
に
お
け
る
協

業
と
い
う
組
版
の
労
働
は
、
バ
ラ
バ
ラ
な
個
人
（
自
営
業
者
）
に
よ
る
作

業
に
置
き
換
わ
っ
て
い
っ
た
。
一
面
で
は
出
版
の
自
由
の
実
現
に
近
づ
い

た
と
も
い
え
る
が
、
他
方
で
無
手
勝
流
に
よ
る
「
自
由
」
な
組
版
が
出
て

く
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
組
版
と
は
文
字
配
列
の
技
芸
で
あ
り
、
版
面
の
姿
は
字
間
と
行
間
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

　
で
は
字
間
と
行
間
は
何
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
か
。
個
々
人
の
好
み
な
の
か
、
天
与
の
規
範
な
の
か
。
否
、
否
。
近
代
の
和
文
組
版
の
基

本
の
成
立
に
は
、
植
字
（
組
版
）
工
た
ち
の
工
夫
の
歴
史
、
実
践
と
経
験
の
蓄
積
と
し
て
の
〈
組
版
ル
ー
ル
〉
が
あ
っ
た
。

　
歴
史
へ
の
視
座
が
な
い
と
こ
ろ
に
、
組
版
は
成
立
し
な
い
。


